
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポライトネス 
について調べる 

【AH-003】 

「Paste（ぱすて）」とは？ 

ぱっと分かって、すっと頭に入る、テーマ別調べ方ガイドです。みなさんの学習をサポ

ートする、総合図書館ティーチング・アシスタント（TA）による作成です。レポート作成

の際などにお役立てください 
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１－１． 「ポライトネス」とは？ 

人間にはフェイスを守ろうとする欲求があり、日常会話においても、相手とよりよい積極的な人間関係

と円滑なコミュニケーションを構築するために、話し手と聞き手が相手の立場を考えながらコミュニケー

ションをとろうとしている。しかし、場合によって、コミュニケーションがうまく進まないこともある。たとえば、

人に何かを頼むという行為は、その依頼の相手のフェイスを脅かす行為である。その依頼を相手が断る

ことは依頼者のフェイスを脅かすことになるから、相手はそれを避けようとすると断れなくなる。 

 「ポライトネス」とは「会話の場面において表現・伝達される、主として相手のフェイスを侵害すること

に対する軽減的、補償的な言語的配慮」のことである。すなわち、インターアクションにおいて相手にポ

ライトネスをする際は、伝達内容そのものはもちろんのこと、それをどのように伝えるかという対人関係

への配慮も極めて重要になる。 

 

 

 

 

２－１． 手元にあると便利な事典・ハンドブック 類 

 敬語表現ハンドブック / 蒲谷宏, 金東奎, 高木美嘉著 【書誌 ID=2004123068】 

 

 応用言語学辞典 / 小池生夫編集主幹 【書誌 ID=2003560891】 

海外の理論の紹介だけでなく、日本人の研究や日本語に関する研究成果も収録。 

２－２． 最初に読むべき資料： 教科書・古典 

 Principles of Pragmatics Longman / Leech, G. 【書誌 ID=2000026722】 

 

 Politeness: Some universals in language usage / Brown, Penelope and Levinson, Stephen C. 

【書誌 ID=2000060953】 

「語用論」の入門書。 

 

 ポライトネス入門 / 滝浦真人著 【書誌 ID=2004078924】 

ポライトネス理論の入門のみならず、日本語研究に役立つ解説も収録。 

 

 社会言語学入門 / 東昭二著 【書誌 ID=2004137444】 

1997 年の改訂版。言語学・英語学の入門テキストとしても。 

  

 １．イントロダクション 
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２－３． 最新情報が確認できる資料： 主要雑誌・年鑑・Web ページ 

 社会言語科学 / 社会言語科学会 【書誌 ID= 3002102873】 

 

 待遇コミュニケーション研究 / 早稲田大学待遇コミュニケーション研究会  

【書誌 ID= 3002115586】 

 

 日本語教育 / 日本語教育学会 【書誌 ID= 3001034039】 

 

２－４． その他専門書・学術論文等で注目すべきもの 

 日本の敬語論 : ポライトネス理論からの再検討 / 滝浦真人著 【書誌 ID= 2003649629】 

 

 敬語表現 / 蒲谷宏, 川口義一, 坂本惠著 【書誌 ID= 2003317606】 

 

 「談話のポライトネス－ポライトネスの談話理論構想－」『談話のポライトネス』 

(第７回国立国語研究所国際シンポジウム報告書) 【書誌 ID= 3002113974】 

 

 

 

 

３－１． 有用な検索キーワード 

 主要キーワード：ポライトネス/Politeness 

 関連キーワード：社会言語学/社会心理学/語用論/敬語/ポライトネス・ストラテジー 

 補助キーワード：コミュニケーション/談話分析/待遇行動/発話行為 

 

３－２． 二次資料類： 検索サイト・書誌索引 

 Webcat Plus (http://webcatplus.nii.ac.jp/) 

日本の大学図書館などが所蔵している資料を連想検索で検索することができる。 

 

 CiNii (http://ci.nii.ac.jp/) 

日本の学会誌・紀要等に発表された論文を検索することができる。 

  

 ３．レポート・論文執筆用資料 
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図書名・雑誌名の後ろに「書誌 ID」（１０桁の数字）の記載が

あるものは大阪大学で所蔵しています。この１０桁の数字で

大阪大学OPAC（蔵書検索システム）が検索できます。 

本文中で紹介している図書・雑誌について 

 
MEMO 


